
島
根
県
医
療
労
働
連
合
会
（
県

医
労
連
…
森
山
篤
士
委
員
長
）
は
、

12
日
、
県
に
対
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
わ
る
医
療
・
介
護

現
場
か
ら
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
尾
村
利
成
・
大
国
陽

介
両
県
議
、
橘
祥
朗
・
吉
儀
敬
子
・

田
中
肇
の
日
本
共
産
党
市
議
団
、

吉
井
安
見
出
雲
市
議
候
補
が
同
席

し
ま
し
た
。

介
護
福
祉
士
の
森
山
委
員
長
は

「
介
護
、
医
療
の
現
場
は
、
コ
ロ

ナ
が
な
く
て
も
ギ
リ
ギ
リ
の
人
員

で
対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
衛
生

材
料
の
不
足
で
安
心
・
安
全
の
医

療
・
介
護
に
困
難
を
極
め
て
い
る
」
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
は
「
患
者
さ
ん

の
Ｃ
Ｔ
検
査
を
し
て
い
る
。
自
分

が
感
染
し
、
家
族
に
移
さ
な
い
か

ス
ト
レ
ス
を
か
か
え
て
仕
事
を
し

て
い
る
」
と
、
発
言
し
ま
し
た
。

要
請
の
内
容
は
、
マ
ス
ク
、
ガ

ウ
ン
な
ど
感
染
防
護
具
の
不
足
に

緊
急
対
応
す
る
こ
と
、
感
染
と
隣

り
合
わ
せ
で
医
療
・
介
護
に
従
事

し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
危
険
手

当
の
支
給
を
国
に
要
請
す
る
こ
と

等
７
項
目
で
す
。

県
医
療
政
策
課
の
奥
原
徹
課
長

は
「
ベ
ッ
ト
の
確
保
、
防
護
具
や

医
療
・
介
護
人
材
の
確
保
に
向
け

て
尽
力
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

５
月
15
日
、
22
日
と
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
わ
る

連
絡
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議

長
、
各
派
代
表
議
員
、
市
か
ら
関

係
部
長
、
副
教
育
長
が
参
加
、
取

り
組
み
報
告
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
緊
急
事
態
宣
言
」
は
、
14
日

に
島
根
県
な
ど
で
「
宣
言
」
が
解

除
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

松
江
市
で
も
、
学
校
の
再
開
、
市

民
生
活
や
経
済
活
動
の
復
活
に
向

け
て
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

市
民
は
様
々
な
不
安
の
中
で
生
活

し
て
い
ま
す
。

国
、
県
、
松
江
市
も
支
援
策
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
様
々
な
課
題
も
見
え
て
き
ま

し
た
。
①
感
染
も
油
断
で
き
ず
、

第
二
派
、
第
三
派
の
備
え
と
し
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
医
療
体
制
の
備
え

が
重
要
な
こ
と
。
②
打
撃
を
受
け

た
観
光
、
飲
食
、
製
造
業
な
ど
の

事
業
者
に
と
っ
て
、
国
の
「
持
続

化
給
付
金
」
制
度
は
、
収
入
の
５

割
以
上
の
減
が
対
象
と
さ
れ
、
２

割
、
３
割
減
は
対
象
外
と
さ
れ
て

い
る
、
「
雇
用
調
整
助
成
金
」
が

遅
れ
て
い
る
、
「
政
策
金
融
公
庫
」

の
借
り
入
れ
も
審
査
も
難
し
く
一

カ
月
以
上
も
先
と
な
る
。
③
収
入

減
の
市
民
や
学
生
へ
の
支
援
も
不

十
分
、
④
「
三
密
」
を
避
け
る
と

し
な
が
ら
も
、
学
校
で
は
三
五
人

学
級
で
も
机
を
離
す
こ
と
も
ま
ま

な
ら
な
い
。

橘
祥
朗
市
議
は
、
①
給
付
金
等

の
早
期
の
支
給
、
②
感
染
予
防
体

制
の
維
持
・
拡
大
、
③
学
校
で
の

三
密
を
避
け
る
少
人
数
授
業
、
④

事
業
者
支
援
の
対
象
拡
大
、
⑤
事

業
者
に
限
定
せ
ず
一
般
家
庭
の
水

道
料
金
減
免
な
ど
要
望
し
ま
し
た
。
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医
療
・
介
護
現
場
に
県
の
支
援
を

医
労
連
が
要
請

橘 祥朗
市議会議員

19
日
、
市
社
会
保
障
推
進
協

議
会
（
会
長
…
石
田
忍
）
は
、

市
長
に
対
し
て
２
，
２
７
２
名

の
署
名
を
添
え
て
「
高
す
ぎ
る

国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ

を
求
め
る
陳
情
」
を
行
い
、
橘

祥
朗
・
吉
儀
敬
子
市
議
が
同
席

し
ま
し
た
。

署
名
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

半
年
で
集
め
た
２
千
名
以
上
の

署
名
に
つ
い
て
、
ス
ー
パ
ー
前

で
１
時
間
の
間
に
１
０
０
名
を

超
え
る
署
名
が
集
ま
り
、
国
保

料
の
引
き
下
げ
は
市
民
の
切
実

な
要
望
で
あ
る
こ
と
を
、
板
垣

治
之
社
保
協
事
局
長
が
報
告
し

ま
し
た
。

石
田
会
長
は
、
国
保
料
引
き

下
げ
の
た
め
①
国
に
対
し
て
国

保
会
計
に
１
兆
円
の
投
入
を
要

請
す
る
こ
と

②
市
独
自
に

「
均
等
割
」
「
平
等
割
」
を
廃

止
す
る
こ
と

の
陳
情
項
目
に

つ
い
て
、
特
に
市
独
自
の
施
策

は
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
関
わ

る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
。

署
名
を
受
け
取
っ
た
水
研
二

市
民
部
長
は
「
市
長
の
政
治
判

断
で
あ
り
、
市
長
に
伝
え
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

懇
談
の
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に

つ
い
て
「
国
保
料
の
免
除
は
、

専
決
で
今
月
中
に
実
施
。
６
月

の
第
１
回
保
険
料
納
期
の
お
知

ら
せ
に
合
わ
せ
て
周
知
す
る
。

傷
病
手
当
の
支
給
は
、
給
与
収

入
の
本
人
が
対
象
と
な
る
（
事

業
主
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
は
対
象

外
）
」
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

橘
よ
し
あ
き
、
吉
儀
け
い
子
、

田
中
は
じ
め
の
共
産
党
市
議
団

は
、
４
月
30
日
、
松
浦
正
敬
市

長
に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る

８
分
野
47
項
目
の
確
認
事
項
を

提
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
12
日
、

市
教
委
に
関
す
る
９
項
目
の
対

策
に
つ
い
て
、
各
課
か
ら
現
状

の
聞
き
取
り
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

休
校
に
よ
る
学
力
へ
の
影
響

に
つ
い
て
、
学
校
教
育
課
か
ら

「
①
紙
ベ
ー
ス
の
宿
題
を
出
し

て
き
た
が
、
学
校
ご
と
に
次
の

課
題
の
工
夫
が
始
ま
っ
て
い
る
。

②
授
業
時
間
数
不
足
は
、
夏
休

み
の
短
縮
等
で
補
う
。
し
か
し
、

時
間
合
わ
せ
の
土
日
授
業
等
、

無
理
な
対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

学
習
内
容
の
工
夫
を
行
う
」
等

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

幸
い
松
江
市
で
は
、
全
て
の

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
が

間
に
合
い
ま
し
た
。
夏
休
み
の

授
業
も
、
換
気
に
注
意
し
な
が

ら
、
涼
し
い
教
室
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
子
ど
も
達
が
学
校
に
登
校

で
き
な
い
」
と
い
う
、
だ
れ
も

考
え
た
こ
と
の
な
か
っ
た
異
常

事
態
。
各
学
校
・
園
も
市
教
委

も
、
日
々
刻
々
変
わ
る
状
況
の

下
、
「
子
ど
も
達
に
適
切
な
対

応
を
、
で
き
る
だ
け
速
く
」
と

手
探
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
は
、
そ
の
努

力
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
「
異

常
事
態
に
対
応
す
る
と
同
時
に
、

市
民
の
声
を
聞
き
取
る
工
夫
を

更
に
進
め
て
ほ
し
い
」
と
要
望

し
ま
し
た
。

市
社
保
協

２
千
名
の
署
名
添
え
て

国
保
引
き
下
げ
陳
情

市
教
委
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、

党
市
議
団
が
現
状
確
認
と
意
見
交
換
実
施

「
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
係
わ
る
連
絡
会
」
に
参
加
し
て

・
・
橘

祥
朗

要請書を手渡す森山委員長（左端）ら

署名を水市民部長に渡す石田会長（左側）

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

夏
休
み
に

間
に
合
い
ま
し
た
！

想
定
を
超
え
た
事
態

市
民
の
声
を

聞
き
取
る
工
夫
を


